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数
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年
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問い合わせ先

吉賀町役場総務課消防担当　☎０８５６-７７-１１１１

　消防団員は、普段は自分の職業を持ちながら、平常時には地域の防火・

防災の担い手として、また、災害発生時には、消火・警戒などの消防活

動を行い、地域の防災リーダーとしての役割も担っています。

　近年、消防団員数は減少傾向にあり、高齢化も進んでいることから、

将来の担い手となる若い団員の確保に取り組んでいます。

消防団員の身分と入団資格

防団員の身分は、非常勤特別職の地方公務員です。

入団資格は１８歳以上で吉賀町に在住、又は勤務しており、性別に関係なく入団できます。

消防団員の処遇

年額報酬…階級が団員の場合２７，１００円／年です。

出動報酬…火災などの災害活動や訓練等に従事した場合３，４００／日です。

公務災害補償…消防団活動中に負傷した場合の補償制度があります。

被服等の貸与…消防団活動に必要な制服や作業服が貸与されます。

退職報償金…消防団員として５年以上勤務し、退団した際に支給します。

消防団の主な活動

[平常時 ]

・火災予防活動（巡回広報、住宅防火診断等）

・警備警戒活動（年末警戒、花火大会等）

・教育訓練活動（火災防御訓練、規律訓練、救命講習等）

・機械器具等の点検、整備

[ 災害時 ]

・火災防御（建物火災、林野火災、車両火災等）

・風水害防御（台風、集中豪雨、洪水等）

・地震、崖崩れ、山崩れ、地すべり等による救助、防御活動

・その他（人命救助、行方不明者捜索等）

吉賀町消防団員募集！

好きです、私たちの町

私たちの消防団
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お知らせ

平成２９年度吉賀町ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）状況報告

暖かいご寄附と応援メッセージをありがとうございました

■寄附の状況（平成２９年４月～平成３０年３月）

事業の種類 件数 金額（円）

ふるさとの子どもとおよしよりを大切にする事業 ２５ 1,990,000

ふるさとの資源と環境を大切にする事業 １０ 520,000

ふるさとの文化を大切にする事業 ９ 455,000

合　　計 ４４ 2,965,000

■寄附者一覧

寺
てらど

戸　勇
いさむ

　　　様

中
なかむら

村　利
としみ

美　　様

中
なかや

谷　匡
きょうすけ

佐　　様

橋
はしもと

本　昇
のぼる

　　　様

堀
ほりもと

本　勝
かつみ

三　　様

本
ほんま

間　亜
あ き こ

紀子　様

三
み か も と

家本　耕
こうへい

平　様

（公表をご了承いただいた方のみお名前を掲載しております。順不同。）

三
みやけ

宅　眞
ま ち こ

智子　様

村
むらた

田　克
かつみ

美　　様

門
もんな

那　良
りょうぞう

三　　様

山
やまさき

﨑　信
しんいち

一　　様

山
やまもと

本　良
よしかず

和　　様

■応援メッセージ

●有機農業は難しいことが多いと思いますが、応援しています。

●高齢化が進む中、私の育った田舎でお年寄りが心穏やかに過ごせますように…。

●自然豊かな風景をいつまでも大切にと願います。

●長年、仕事でお伺いしていました。いい思い出ばかりです。

●大井谷棚田でお世話になっています。

●父が蓼野出身です。吉賀町は伝統や文化が守り継がれていますね。素晴らしいです。

●良好な環境を維持し美味しい産品を作って下さい。

●小さい頃お世話になったので、微力とは思いますがお役に立てれば幸いです。

●若者、高齢者が共に生きがいを持って、いつまでも働ける故郷であったらと思っています。

■寄附金を活用して、平成２９年度は次の事業を実施しました

事業名 事業の内容 事業費 充当額

ﾊﾞｰｽﾃﾞｲ ･ ﾌﾞｯｸﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ 1.3.5 歳の誕生日を迎えられた子どもさんへ絵本をプレゼント 243 243

新入学お祝い事業 子どもたちの新入学に際し、制服・体操服の購入費を助成 809 500

免許返納バスパスポート 運転免許を返納された方（65 歳以上）に、バス運賃割引カードを発行 480 300

いきいき健康高齢者表彰 健康で生きがいを持って元気に生活している高齢者を表彰 10 10

環境教育 小・中学校で資源と環境に対する図書購入 90 90

■平成３０年度は、寄附金を活用して次の事業を計画しています

事業名 事業の内容 事業費 充当額

ﾊﾞｰｽﾃﾞｲ ･ ﾌﾞｯｸﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ 1.3.5 歳の誕生日を迎えられた子どもさんへ絵本をプレゼント 413 377

新入学お祝い事業 子どもたちの新入学に際し、制服・体操服の購入費を助成 894 500

免許返納バスパスポート 運転免許を返納された方（65 歳以上）に、バス運賃割引カードを発行 600 300

いきいき健康高齢者表彰 健康で生きがいを持って元気に生活している高齢者を表彰 28 28

環境教育 小・中学校で資源と環境に対する図書購入 90 90

赤
あかまつ

松　光
みつあき

昭　　様

池
いけだ

田　景
けいこ

子　　様

池
いけだ

田　稔
みのる

　　　様

石
いしばし

橋　志
し ず え

津枝　様

岩
いわた

田　和
かずゆき

幸　　様

上
うえやま

山　祐
ゆうへい

平　　様

岡
おかもと

本　健
けんじ

司　　様

株式会社マリン

　石
いしい

井　哲
てつふみ

文　様

川
かわかみ

上　真
しんご

吾　　様

五
ごとう

島　瑞
みずえ

枝　　様

小
こばやし

林　憲
けん

　　　様

重
しげとみ

冨　亮
あきら

　　　様

谷
たにぐち

口　茂
しげる

　　　様

（単位：千円）

（単位：千円）
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お知らせ

知っておこう　熱中症対策 !!

熱中症とは…

　体の熱が十分に放出されず、熱がこもってしまう状態のことをいいます。

めまい、頭痛、吐き気、体のだるさなどの症状がみられます。ひどいとき

は意識障害や死に至ることがあります。体温調節機能が未熟な子どもや、

低下しているお年寄りは特に注意が必要です。

暑さに慣れない

時期は要注意

涼しい場所へ避難させる

衣服を脱がせ、体を冷やす

水分 ･塩分を補給する

ただし、水を自力で飲

めない、または症状が

改善しない場合は直ち

に救急車を要請しま

しょう

救急隊を要請する

涼しい場所へ避難させる

衣服を緩め、身体を冷やす

倒れた時の状況が分か

る人が医療機関に同行

しましょう

医療機関に搬送する

熱中症になった時の処置

①意識がある、 反応が正常な時 ②意識がない、 反応がおかしい時

予防対策

こまめに水分をとろう !
のどが渇く前にこまめに水分補給

をしましょう。

飲酒や寝不足、体調には気を付けよう !
飲酒や寝不足などで体調を崩すと熱中症になりやすくな

ります。

室内を涼しくしよう !
エアコンや扇風機で室内を適温に

保ちましょう。

丈夫な体を作ろう！
バランスの良い食事や睡眠をとり、丈夫な

体を作りましょう。

問い合わせ先

六日市分遣所　☎７７-０１６２　柿木分遣所　☎７９-２２０１
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吉賀町上下水道コラム

衆衛生の向上や安心安全な水道づくりに役立つよう啓発活動を行います。

　吉賀町水道事業では、水道法の規定により水質検査における項目、検査頻度等を定めた水質計画

を策定しています。その水質計画に基づき５１項目の水質検査を適正に行っており、安心安全な水

道を提供しています。

お知らせ

浄化槽維持管理費補助金について

　毎年度実施しています合併浄化槽（ご家庭内の台所、お風呂、洗濯機、トイレなどの汚水を処理

する浄化槽）を対象にした浄化槽維持管理費補助金申請につきまして、今年度より税金等の滞納調

べに関する「同意書」を申請時に添付するようになりました。そのため、提出していただく書類は

「申請書」「浄化槽清掃記録書」「法定検査書」「保守点検票」「同意書」になります。

　なお、申請書に関しましては、ご自宅の浄化槽を清掃された翌月に発送しています。

問い合わせ先

吉賀町役場建設水道課　☎０８５６-７９-２２１２

　６月１日（金）から６月７日（木）

までの１週間は、第６０回「水道週間」

です。

　今年は、「水道水　安全　おいしい　

金メダル」をスローガンに、水道につ

いて広く国民の理解と関心を高め、公 柿木～下須地区の浄水処理を行う伊豆原浄水場

男女共同参画週間

６月２３日～２９日は男女共同参画週間です。

「走り出せ、性別のハードルを越えて、今」

　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる「男

女共同参画社会」を実現するためには、国民のみなさん一人ひとりの取組が必要です。

　私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、この機会に考えてみませんか？

内閣府男女共同参画局

６月１日（金）から

　　６月７日（木）は水道週間です
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グラントワ
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吉賀町立図書館

 [ ６月のみたい号巡回日 ]

柿木小学校　　５・１９日

蔵木小学校　　７・１９日

七日市小学校　６・２１日

朝倉小学校　　８・２２日　

六日市小学校　　　１２日

＊都合により日程変更の場合があります。

[休館日 ]

毎月曜日と祝日

［図書返却箱の設置場所について］

柿木、七日市、朝倉、蔵木の公民館。

開館時間　９：００～１７：００　

電話　７７－１８５０

島根県鹿足郡吉賀町六日市６４８

今
月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

図
書
室
だ
よ
り

　

衣
替
え
の
季
節
。
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
の
季

節
で
も
あ
る
こ
の
時
期
は
農
作
業
も
な
か
な
か

は
か
ど
り
ま
せ
ん
。
外
出
も
お
っ
く
う
に
な
る

そ
ん
な
時
は
図
書
室
に
お
い
で
下
さ
い
。
晴
耕

雨
読
、
気
分
転
換
を
。
晴
れ
た
ら
思
い
っ
き
り

仕
事
に
精
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
熱
中
症
対
策
も

大
切
で
す
。
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
い
ぐ
も　
　
　
　
　
　
　

若
竹
千
佐
子

Ａ
Ｉ
VS
科
書
が
読
め
な
い
子
ど
も
た
ち　

 
 

　

新
井
紀
子

君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か　
　
　
　
　
　
　
　

吉
野
源
三
郎

頭
に
き
て
も
ア
ホ
と
は
戦
う
な　
　
　
　
　
　

田
村
耕
太
郎

　　《図書館利用状況４月》

　●貸出総数　３，２６０冊

　●貸出人数　　 ５３４人

　●来館者数　　 ７４５人

《ベスト・リーダー！４月≫　

　　書　　　名　　　　　著　　者　　　

「おちゃめに 100 歳！寂聴さん」

　　　　　　　　　　　　瀬尾まなほ 　著

「横浜駅ＳＦ」　　　　　　

　　　　　　　　　　　　柞刈　湯葉　 著

「　棲　月　」　　　　　　

　　　　　　　　　　　　今野　　敏 　著

「　広島電鉄殺人事件　」　

　　　　　　　　　　　　西村京太郎 　著

「これはしない、あれはする」

　　　　　　　　　　　　小林　照子 　著

【
こ
の
本
、
お
す
す
め
！
】

　

若
い
世
代
に
お
す
す
め
の
本
を
２
冊
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

１
冊
目
は
、
今
年
の
本
屋
大
賞
受
賞
『
か

が
み
の
孤
城
』
辻つ

じ
む
ら村

深み
づ
き月

著
で
す
。
こ
の

本
は
主
人
公
の
中
学
生
の
女
の
子
が
、
部

屋
の
か
が
み
を
通
し
て
異
世
界
に
い
き
、

そ
こ
で
出
会
っ
た
人
た
ち
と
ミ
ス
テ
リ
ー

を
解
き
明
か
し
ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
の
展

開
だ
け
で
な
く
、
主
人
公
の
心
の
変
化
に

注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
冊
目
は
、
『
さ
よ
な
ら
、
田
中
さ
ん
』

鈴
木
る
り
か
著
で
す
。
こ
の
本
の
著
者
は

２
０
０
３
年
生
ま
れ
の
女
の
子
で
、
小
学

館
主
催
の
「
12
歳
の
文
学
賞
」
に
数
回
入

賞
す
る
な
ど
実
力
の
あ
る
方
で
す
。
作
品

を
読
ん
だ
方
か
ら
も
好
評
が
多
く
、
「
お

と
な
、
こ
ど
も
に
限
ら
ず
幅
広
く
読
ん
で

み
て
」
と
薦
め
ら
れ
る
作
品
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
作
品
も
飽
き
さ
せ
な
い
魅
力

が
あ
り
ま
す
。
強
い
個
性
を
魅
力
と
し
て

選
ぶ
方
に
も
、
た
ま
に
は
ス
ト
レ
ー
ト
に

展
開
を
楽
し
む
こ
と
、
こ
こ
ろ
を
和
ま
せ

る
本
も
よ
い
も
の
で
す
。
本
は
、
わ
た
し

た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
読
者
を
待
っ
て

い
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

図書館だより

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
※平日の開館時間が変更となっています
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木 79

（
西
部
読
書
セ
ン
タ
ー
の
本
よ
り
）

幕
末
の
浜
田
藩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
寺
雅
夫

子
ど
も
の
シ
グ
ナ
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
中
康
裕

会
え
て
よ
か
っ
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
野
光
雅

言
葉
の
お
し
ゃ
れ
３
６
５
日　
　
　
　
　
　
　

田
丸
美
寿
々

燻
製
作
り
の
基
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
山
三
彦

あ
っ
と
い
う
ま
に
歌
が
う
ま
く
な
る
！　
　
　

上
野
直
樹

「
ま
ち
歩
き
」
を
し
か
け
る　
　
　
　
　
　
　

 

茶
谷
幸
治

落
語
の
鑑
賞
２
０
１　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
村
文
人

子
ど
も
が
喜
ぶ
お
や
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田
淳
子

大
人
の
た
め
の
自
転
車
入
門　
　
　
　
　
　
　

丹
羽
隆
志

７
月
上
旬
、
島
根
県
立
図
書
館
の
本
の
入
れ
替
え
し
ま
す
。
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子
育
て
世
代

　
　
　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　

ぴ
よ
ぴ
よ
便
り

　

最
近
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
と
し
て
、

「
一
対
一
で
会
話
し
て
い
て
も
目
が
あ
わ

ず
、
注
意
散
漫
」
「
友
達
関
係
作
り
が
難

し
い
」
「
引
っ
込
み
思
案
か
、
乱
暴
に
関

わ
る
な
ど
、
両
極
端
の
傾
向
が
強
い
」
「
小

さ
な
画
面
に
な
れ
て
い
る
せ
い
か
、
視
野

が
狭
い
」
「
ボ
ー
ル
遊
び
で
も
、
ボ
ー
ル

の
方
向
に
体
を
動
か
せ
な
い
」
「
跳
び
箱

や
巧
技
台
運
動
に
お
い
て
、
距
離
感
が
つ

か
め
な
く
て
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
が
多
い
」

「
強
い
刺
激
の
映
像
に
慣
れ
て
い
る
せ
い

か
、
絵
本
に
興
味
が
な
く
、
想
像
力
も
乏

し
い
」
「
歌
詞
や
劇
遊
び
の
台
詞
が
な
か

な
か
覚
え
ら
れ
ず
、せ
っ
か
く
覚
え
て
も
、

す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
」
「
寝
つ
き
も
、

寝
起
き
も
悪
い
」
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
２
０
１
８
年

ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
な
ど
の
や
り
す
ぎ
で
日
常

楽
し
い
子
育
て

子
ど
も
が
危
な
い
！

（2）

　

ぴ
よ
ぴ
よ
で
は
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育

て
を
切
れ
目
無
く
支
え
る
た
め
の
情
報
を

作
成
し
て
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
、
４
月
に
母
子
手
帳
を
申
請

ぴ
よ
ぴ
よ
『
子
育
て
支
援
フ
ァ
イ
ル
』

と
『
乳
幼
児
健
診
ブ
ー
ス
』

か
ら
乳
幼
児
健
診
資
料
を
作
成
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

体
罰
を
受
け
た
子
ど
も
は
、
「
攻
撃
性

が
強
ま
る
」
な
ど
の
悪
影
響
や
、
虐
待
に

エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
危
険
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
た
か
ず
怒
鳴
ら
な
い
子
育

て
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

専
門
家
に
よ
る
と
「
し
つ
け
は
自
律
、

つ
ま
り
自
己
を
整
え
る
力
の
獲
得
を
手
伝

う
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
ま
ず

大
人
が
子
ど
も
の
力
を
信
じ
て
共
感
す
る

こ
と
が
ス
タ
ー
ト
と
な
る
と
話
し
て
い
ま

す
。

　

共
感
は
、
「
子
ど
も
自
身
が
自
分
は
大

切
な
存
在
だ
と
言
う
揺
る
ぎ
な
い
核
を

（
子
ど
も
に
）
つ
く
る
こ
と
」
に
つ
な
が
り
、

生
き
る
力
に
も
な
り
ま
す
。

　

見
え
方
の
違
い
は
、
感
じ
方
の
違
い
と

し
て
子
ど
も
が
感
じ
る
も
の
や
気
持
ち
に

生
活
に
支
障
を
き
た
す
症
状
に
つ
い
て
、

世
界
保
健
機
構
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
病
気
の
世
界
的

統
一
基
準
で
あ
る
国
際
疾
病
分
類
（
Ｉ
Ｃ

Ｄ
）
に
盛
り
込
む
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
中
心
の
生
活
を
行
い
、
問
題
が
起

こ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ゲ
ー
ム
を

継
続
し
、
本
人
が
自
分
の
意
思
で
行
動
を

変
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
疾
病
の
中
心
的
症

状
と
な
っ
て
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
の
適
切

な
使
用
に
つ
い
て
社
会
的
な
啓
発
を
日
常

的
に
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
時
代
と

な
り
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
の
接
触
時
間
が
長
時
間
化
す

る
と
共
に
、
過
剰
な
メ
デ
ィ
ア
接
触
が
子

ど
も
た
ち
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
と
明

ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
運
動
量
が
激
減
し
個
別
に
活
動
し
て

子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
吉
賀

　
　

＆
ぴ
よ
ぴ
よ
コ
ラ
ボ

し
ま
う
た
め
、
人
と

の
つ
な
が
り
を
十
分

に
持
た
な
い
で
育
っ

て
い
く
子
ど
も
た
ち

が
増
加
し
て
い
ま

す
。

さ
れ
る
方
か
ら
、
『
子
育
て
支
援
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
フ
ァ
イ
ル
』
を
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
フ
ァ
イ
ル
は
、

母
子
手
帳
交
付
時
だ
け
で
は
な
く
、
妊
娠

34
週
訪
問
、
産
後
２
週
間
、
２
ヶ
月
訪
問
、

ま
た
、
そ
の
後
の
乳
幼
児
健
診
時
に
も
手

渡
さ
れ
る
、
吉
賀
町
子
育
て
支
援
情
報
や

そ
の
他
の
情
報
、
子
育
て
の
記
録
も
含
め

て
保
存
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
は
昔
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
に
相
談
し
な
が
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
聞
い
て
当
然

で
す
。
そ
こ
で
一
人
で
も
話
し
相
手
が
増

え
る
よ
う
に
と
、
今
年
度
か
ら
乳
幼
児
健

診
に
『
ぴ
よ
ぴ
よ
ブ
ー
ス
』
を
開
設
し
ま

し
た
。
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
『
わ
が

子
発
見
ノ
ー
ト
』や
『
チ
ャ
イ
ル
ド
ビ
ジ
ョ

ン
』な
ど
の
資
料
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

ぴ
よ
ぴ
よ
子
育
て
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

対
応
し
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

山
陰
中
央
新
報
４
月
15
日
日
曜
版
に
、

子
育
て
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
吉
賀
町
内
に
お
住
ま
い
の
臨
床
心
理

士
の
先
生
と
一
緒
に
、
こ
の
記
事
の
内
容

共
感
す
る
た
め

に
、
乳
幼
児
健

診
に
て
「
チ
ャ

イ
ル
ド
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
配
布
し

ま
す
。
子
ど
も

の
見
え
る
世
界

を
ぜ
ひ
体
験
し

て
み
て
く
だ
さ

い
。
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子育て世代包括支援センター
ぴよぴよ便り

子
ど
も
・
子
育
て
ア
ル
バ
ム

　

昨
年
７
月
に
開
所
し
た
ぴ
よ
ぴ
よ
も
、

も
う
す
ぐ
一
才
。
そ
こ
で
１
周
年
に
ち
な

ん
で
、
子
ど
も
食
育
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　

ぴ
よ
ぴ
よ
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
行

事
、
取
り
組
み
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
：
ぴ
よ
ぴ
よ
（
７
７

-

１
１
６
５
・
担
当
：
森
田
）

（1）
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ぴ
よ
ぴ
よ
開
所
１
周
年
記
念
行
事
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

（4）
『
子
ど
も
・
子
育
て
ア
ル
バ
ム
』
と
、

　
　
　
　
　
　

『
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
』

（2）
バ
ー
ス
デ
ー
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て

す
。

日
時
：
６
月
23
日
（
土
）

　
　
　

９
時
45
分
～
12
時
30
分

場
所
：
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
：

○
ふ
れ
あ
い
時
間
10
時
00
分
～
11
時
00
分

お
や
こ
遊
び

　

「
子
ど
も
と
一
緒
に
笑
顔
に
な
ろ
う
」

講
師
：
遊
び
研
究
室
（
福
岡
市
）
室
長　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻
広
明
先
生

○
た
べ
る
、
あ
そ
ぶ
時
間

　
　
　
　
　
　

11
時
00
分
～
12
時
30
分

楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
満
載
（
豆
つ
か
み
ゲ
ー

ム
、
記
念
写
真
等
）

お
問
い
合
わ
せ
：
保
健
福
祉
課
（
☎
７
７

-

１
１
６
５
）
ま
で

　

吉
賀
町
立
図
書
館
『
お
話
の
部
屋
』
に
、

子
ど
も
の
１
歳
、
３
歳
、
５
歳
の
お
誕
生

日
に
吉
賀
町
か
ら
贈
ら
れ
る
バ
ー
ス
デ
ー

ブ
ッ
ク
が
全
冊
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
『
お
話
の
部
屋
』
の

（3）
自
転
車
に
乗
ろ
う
！

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
子
ど
も
た
ち
が
自

転
車
に
乗
れ
る
よ
う
に
、
安
全
に
練
習
で

き
る
よ
う
に
と
、
双
葉
保
育
所
に
自
転
車

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
に
は
保
護

者
が
ご
同
伴
く
だ
さ
い
。
お
休
み
の
日
で

も
保
育
所
の
中
で
練
習
で
き
ま
す
。
お
問

い
合
せ
：
双
葉
保
育
所
（
住
所
：
樋
口

６
３
１
・
☎
７
７-

１
５
６
１
）

バ
ー
ス
デ
ー
ブ
ッ
ク
絵
本
そ
の
も
の
は
貸

し
出
せ
ま
せ
ん
が
、
図
書
館
内
に
貸
し
出

し
用
の
絵
本
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
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いきいき

　吉賀町では、誰もがこころ豊かに生涯安心していきいきと安全に暮らせる町を目指して平成

２０年度から健康づくりを進めてきました。このたび、「互いに支え合い、ふれあうやさしいま

ちづくり」等を基本理念とした第２次いきいき２１吉賀町健康づくり計画を策定しました。

　第２次いきいき２１吉賀町健康づくり計画では、この町に住み続けてよかった！と町民の誰も

が実感できるような暮らしが実現するよう、町民及び地域と民間等の関係機関、行政が連携をと

り支えあって健康づくりや地域づくりの取組みを推進していきます。

　今月は第１次健康づくり計画の成果等について報告します。

２１吉賀町健康づくり計画

H15 年
策定時

H20 年
中間値

H25 年最
終値

目標値 評価

平均寿命
男 77.75 80.90 81.70 延伸 ◎

女 86.09 87.19 87.82 延伸 ◎

65 歳時平均余命
男 18.87 19.09 19.31 延伸 ◎

女 23.61 24.52 24.57 延伸 ◎

65 歳時平均自立期間
男 17.53 17.85 17.98 延伸 ◎

女 21.10 22.13 22.23 延伸 ◎

第１次健康づくり計画の主な≪健康目標≫の到達状況

《評価：◎達成　○改善　□変化なし　▼悪化》

表１．平均寿命・平均自立期間（標記年を中心とした５年間の平均値）の延伸

主な健康目標 達成状況

平均寿命・平均自立期間を伸ばす

表１参照

平均寿命、65 歳時平均余命、65 歳時平均自立期間のいずれも

男女とも延びており目標を達成しています。

壮年期のがん死亡を減らす

グラフ①、②参照

女性の胃がんと男性の大腸がんの死亡と男女の肺がん死亡は増

加傾向にあります。男性の胃がんと女性の大腸がん・乳がん・

子宮頸がんの死亡は減少しました。

糖尿病の有病率を減らす

グラフ③、④参照

男性は減少傾向ですが、女性は中間年が上がりましたが、最終

年は策定時と同じ有病率に減少しました。全体の血液透析数は

増加傾向ですが、新規の糖尿病性腎臓病による血液透析は 0 件

でした。

脳卒中による死亡を減らす
脳卒中による死亡率は男女とも減少しており、脳卒中の発症件

数も全体的に減少しています。

介護を要する高齢者の割合を

減らす

介護を要する高齢者割合は平成 24 年度以降 14% を現状維持

している状況です。

壮年期の虚血性心臓病の

死亡０件を維持する

壮年期の心筋梗塞等の虚血性心疾患による死亡件数を、１０年

間０件を維持することは出来ませんでしたが、男女とも減少し

ました。

自分の歯を残す

グラフ⑤参照

70 歳代、80 歳代の自分の歯の平均本数が、それぞれ 22 本、

11 本と良い状況になりました。

（資料：県健康指標マクロ）
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いきいき２１吉賀町健康づくり計画

グラフ①壮年期（40 ～ 69 歳）男性のがん死亡率推移

グラフ②壮年期（40 ～ 69 歳）女性のがん死亡率推移

グラフ③糖尿病有病率の推移

グラフ④血液透析患者数

グラフ⑤Ｈ２７年度高齢者の残存歯数の状況

（資料：県健康指標マクロ）

（資料：県健康指標マクロ）

（資料：県特定健診データベース

システム）

（資料：吉賀町保健福祉課）

（資料：県残存歯数調査結果）
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いきいき２１吉賀町健康づくり計画

第１次健康づくり計画の主な活動状況

●食育フェアの開催や食改活動が全町

に拡がったことで食育活動がすすみま

した。

●世界禁煙デーの街頭キャンペーンや

公共施設等の禁煙登録が拡大増加しま

した。

●長時間メディアに晒される影響から

子どもを守ろうという意識が高まり、

保育所や学校における啓発教育が進み

ました。

●ウオーキング大会の開催が定着しま

した。

しまね高血圧予防キャンペーン

脳卒中は高齢者の病気と思っていませんか？

　高血圧は、脳卒中の最大のリスクです。

　　　自分の血圧に関心を持ちましょう！

　　　まずは、日頃の血圧（家庭血圧）を知るために

　　　毎日時間を決めて測定し、記録してみましょう
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食育コーナー　吉賀町食生活改善推進協議会　総会開催

　みなさん、食生活改善推進員（通称「食改さん」）さんをご存知でしょうか？ピンクのエプロンと

Ｔシャツが目印です。もうずいぶん吉賀町内でもその名が浸透したのではないでしょうか？

　食生活改善推進員は“私達の健康は私達の手で”をスローガンに、食を通した健康づくりのボラン

ティアとして活動をすすめています。地域住民に対して生涯を通じた食育の推進、健康づくりの担い

手として日々活動しています。

　その活動の歴史は昭和５４年に婦人の健康づくり事業として「柿木村食生活改善推進協議会」が発

足したところから始まります。平成２０年には旧六日市町地域にも食生活改善推進員が誕生し、吉賀

町食生活改善推進協議会となり今年で 1０年を迎えます。

保健福祉だより

　５月１日より、嘱託栄養士として松
まつばら

原佐
さ や か

也加さんが採

用されました。地域の皆さんの栄養指導や食生活改善業

務、食育に関する業務に携わります。

　松原栄養士より一言「食生活改善推進員や保健師さん

と一緒に食を通した取り組みを行い、楽しく健康なまち

づくりを目指していきたいと思っています。町内のイベ

ント、教室などでお会いすることがあると思いますので

よろしくお願いします。普段は柿木庁舎におりますので、

何かありましたら声をかけてください。」

　今年度は４５名の会員で活動しています。４月２３

日に総会が開催され、昨年度の事業報告、今年度の事

業計画について承認されました。

　総会の町長あいさつでは、食育に関することと題し

て、町長自ら取り組む食育についてお話いただきまし

た。食育講演会で聞いた「弁当の日」の取り組みを７

年間実践していることをお話され、当日の昼食用に

作ったお弁当も披露していただきました。

　吉賀町食生活改善推進協議会の主な取り組み内容

は、うすあじの普及・『食育の日』のＰＲ・バランス

ガイドの普及・食文化の伝承・地産地消の推進・高齢

者の低栄養予防・災害に備えた地域づくり・運動習慣

の定着・がん検診の受診のすすめなどです。今年度も

各地区での教室や訪問、イベントなどで、お会いしま

すが、この活動にご理解をいただき、一緒に楽しく健

康なまちを目指しましょう。

　吉賀町食育推進計画では平成３２年度までに会員を

８０人に増やすという目標を掲げています。今年度は

育成教室を開催し、新たな会員を募集しておりますの

でお近くの地域の食生活改善推進員か役場の保健師、

栄養士までお声かけください。

嘱託栄養士として配属された松原佐也加さん

“私達の健康は私達の手で”をスローガンに活動していく

「食を楽しむ」をテーマに益田保健所中本さんが講演

講演の合い間に体を動かしリフレッシュをする会員
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吉賀高校支援

吉
賀
高
校
支
援
室
だ
よ
り

　

４
月
10
日
に
サ
ク
ラ
マ
ス
交
流
セ
ン

タ
ー
生
の
新
入
生
歓
迎
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、

今
年
度
の
１
年
生
は
16
名
で
、
15
名
の
２
、

３
年
生
が
新
入
生
の
入
所
を
歓
迎
し
ま
し

た
。
歓
迎
会
は
、
ハ
ウ
ス
リ
ー
ダ
ー
や
行

事
係
が
中
心
と
な
っ
て
、
企
画
や
準
備
を

進
め
て
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
１
年
生
と
２
、
３
年
生
が
お

互
い
に
自
己
紹
介
を
し
た
後
、
行
事
係
の

進
行
の
も
と
で
、
イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
を
行

い
ま
し
た
。
ま
だ
出
会
っ
た
ば
か
り
で
、

ぎ
こ
ち
な
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
い

時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
、
自
分

た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
を
考
え
て
、
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
た
り
、
地
域
の
行
事
に
参

加
し
た
り
す
る
予
定
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
を

新
入
生
歓
迎
会

　

４
月
18
日
に
、
町
外
・
県
外
生
徒
17
名

と
町
内
生
徒
の
希
望
者
９
名
、
今
年
度
赴

任
さ
れ
た
高
校
の
先
生
方
も
数
名
参
加
し

て
、
吉
賀
町
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
六
日
市
・
蔵
木
地
区
方
面

を
じ
っ
く
り
巡
る
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
水

源
公
園
、
深
谷
大
橋
、
彫
刻
の
道
、
道
の

駅
や
く
ろ
を
巡
り
ま
し
た
。
道
中
で
は
、

地
区
内
に
あ
る
商
店
や
公
共
施
設
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
が
開
か
れ
る
場
所
な
ど
も
案
内

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
や
見
学
地
で
は
、
生
徒
同
士

で
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
、
地
元
の
生
徒
さ

ん
が
案
内
を
し
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
ツ
ア
ー
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
に
案
内
で
き
な
か
っ
た
吉
賀
町

の
名
所
も
、
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
訪
問
し

吉
賀
町
バ
ス
ツ
ア
ー
開
催
！

通
じ
て
、
セ

ン
タ
ー
生
同

士
や
地
域
の

方
と
の
交
流

が
深
ま
る
こ

と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

歓迎会を開催する生徒

　

当
町
に
は
、
美
味
し
い
お
米
や
野
菜
を

は
じ
め
多
く
の
優
れ
た
農
産
物
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
町
内
の
農
家
の
皆
さ
ん
が
、

丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
こ
う
し
た
農
産
物

は
、
自
家
消
費
の
ほ
か
様
々
な
ル
ー
ト
で

町
外
県
外
へ
流
通
し
食
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
使
用
し
、

創
意
工
夫
さ
れ
た
加
工
品
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
当
町
の
美
味
し
い
も
の
や

新
し
い
農
産
加
工
品
の
展
示
即
売
会
が
、

４
月
中
旬
、
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
、
こ
の
企
画
を
さ
れ
た
の
は
、

現
在
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
産
業
課
に

勤
務
し
て
い
る
早
田
み
ど
り
さ
ん
、
そ
し

て
、
ご
友
人
で
株
式
会
社
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
経
営
さ
れ
て
お
ら
れ
る
代
表
取

締
役
の
石い

し
だ田

理さ
と
え恵

さ
ん
と
仲
間
の
皆
さ
ん

で
す
。

　

開
催
さ
れ
た
場
所
は
、
東
京
駅
か
ら
ほ

ど
近
い
大
手
町
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
シ
テ
ィ

グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
１
階
に
あ
るL

o
o
k
i
n
g
 

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

G
o
o
d
(

ル
ッ
キ
ン
グ 

グ
ッ
ド)

で
し
た
。

日
本
を
代
表
す
る
オ
フ
ィ
ス
街
の
ど
真
ん

中
で
の
開
催
で
す
。
当
町
の
食
材
を
使
用

し
た
メ
ニ
ュ
ー
や
お
酒
な
ど
の
飲
食
物
の

提
供
も
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
猪
肉
の

燻
製
を
使
っ
た
ト
ー
ス
テ
ィ
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
、ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
、
お
茶(

紅

茶)

、
焼
き
や
わ
ら
か
揚
げ
、
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
な
ど
で
す
。
私
も
猪
肉
と
ク
リ
ー

ム
シ
チ
ュ
ー
を
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
は
当
町
ご
出
身
の
東
京
吉
賀

会
会
員
の
皆
さ
ん
や
ご
縁
の
あ
る
方
々
に

も
多
数
ご
来
店
頂
き
ま
し
た
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
人
と
人
と
の
繋
が
り

で
、
こ
の
よ
う
な
立
派
な
催
し
も
の
を
企

画
頂
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

Vol.4

岩本一巳

東
京
で
の
吉
賀
町
フ
ェ
ア

( 左 : 早田さん、右 :石田さん )

て
、
吉
賀
町
の

い
い
と
こ
ろ
、

お
気
に
入
り
の

場
所
を
た
く
さ

ん
見
つ
け
て
欲

し
い
と
思
い
ま

す
。

バスツアーに参加した生徒

※
文
章
及
び
写
真
に
つ
い
て
は
、
石
田
さ
ん
の
ご
了
解
を
頂

き
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
吉
賀
町
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上

し
て
い
く
た
め
に

も
、
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
追
求
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

店舗の様子
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移住・定住支援

空き家を登録しませんか？

　吉賀町では、空き家情報バンク制度

を実施しています。この制度は、家を

貸してもいい ･売ってもいいという方

と、家を借りたい ･買いたいという方

とのマッチングを行うものです。

　誰も住んでいない家は劣化が進むの

が早く、「どうにかしたい」と思った

ときはもう手遅れということも。

　空き家を有効活用し、定住促進や地

域の活性化へつなげましょう。

≪Ｈ２９年度実績≫

◇新規登録物件：３８軒　◇新規利用登録者数：４０名　◇契約成立：２２件

※現在、町内外の多くの方が空き家を探されています。

「改修が必要なので貸せない」、「家財が残っているので貸せない」いう方へ…

空き家の改修に関する補助制度 ( 補助率 1/2・上限 50 万円～ 3/4・上限 150 万円 )

や家財の処分に関する補助制度 (補助率 1/1、上限 10 万円 )があります。

詳しくはお問い合わせください。企画課☎０８５６－７７－１４３７

【移住・定住相談コーナー】　H29 年度活動報告

　本年度も企画課職員３名、相談員１名、支援員２名の６人体制で移住・定住相談窓口を担当させて

いただきますのでよろしくお願いいたします。

　平成２９年度、問い合わせ相談件数は８１件で、そのうち２７組の方が実際に吉賀町の様子を見に

来られました。

　相談窓口を通して移住された方は１１世帯１９名、うちお子さんが３名となっています。

　相談内容として、農業（特に有機農業）や田舎暮らしを実践したいというお問い合わせが多く、柿

木と蔵木にあるお試し住宅の活用も目立ちました。（４月末現在、お試し住宅は満室）

　６人体制となり約１年半が経ち、移住希望の方に対して余裕のある案内やご提案が出来たように思

います。今年度はもっと地域住民の方とコミュニケーションをとり、地域が求める担い手と移住希望

者とのマッチングが出来るような仕組みづくりをしていきたいと考えています。

≪移住イベント情報≫

　今年度一発目の移住相談会。「オールしまね」をスローガンに

県内の自治体が相談窓口を構え、皆様のお越しをお待ちしており

ます。関西地区にお住まいで移住を考えておられるご家族、お知

り合いの方がいらっしゃいましたら是非お知らせください！

しまねＵＩターン相談会 in 大阪

日時：６月２４日（日）１１：００～１６：００

場所：梅田スカイビルタワーウエスト３６階・スペース３６今年度もよろしくお願いします
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できごと・話題

テ
ニ
ス
・
中
国
大
会　

優
勝

　

４
月
２-

３
日
、
中
国
大
会
・
山
口
オ
ー

プ
ン
が
岩
国
市
と
山
口
市
で
開
催
さ
れ
、

吉
賀
町
テ
ニ
ス
連
盟
よ
り
３
名
が
出
場
し

ま
し
た
。
山
口
維
新
会
場
で
は
、
岩
本
晋

之
介
く
ん
（
六
日
市
中
３
年
）
が
14
歳
以

下
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。
中
国
ラ
ン
キ

ン
グ
１
位
で
今
大
会
第
１
シ
ー
ド
の
岩
本

く
ん
は
２
日
間
で
６
試
合
全
て
を
勝
ち
抜

き
優
勝
し
ま
し
た
。
今
大
会
で
今
年
度
が

終
了
し
、
平
成
29
年
度
中
国
大
会
の
優
勝

は
６
度
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
じ
く
14
歳
以
下
で
河
内
優
和
く
ん

　

《
寄
稿
》

　

火
垂
る
の
墓

沖
永　

愛
子

　

戦
時
下
の
悲
惨
な
ア
ニ
メ
調
で
描
い
た
「
火

垂
る
の
墓
」
そ
の
制
作
を
手
掛
け
ら
れ
た
、
高

畑
監
督
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
の

追
悼
放
送
で
再
度
観
て
も
、
や
っ
ぱ
り
真
に
迫

り
涙
せ
ず
に
は
観
れ
ま
せ
ん
。
戦
時
を
経
験
し

た
者
に
と
っ
て
は
我
が
身
に
迫
る
も
の
が
り
痛

切
な
想
い
が
よ
ぎ
り
ま
す
。
時
は
い
つ
し
か
遠

い
過
去
と
し
て
葬
り
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
未
だ
未
だ
当
時
の
悲
惨
が
心
に
焼
き
つ
い

た
ま
ま
消
せ
な
い
方
が
沢
山
居
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　

戦
争
を
知
ら
な
い
今
の
若
い
人
達
に
は
、
此

の
ア
ニ
メ
は
、
ど
ん
な
風
に
移
る
の
で
し
ょ
う

か
？

　

勝
つ
事
を
信
じ
て
、
何
も
彼
も
捨
て
て
掛

か
っ
た
、
あ
の
強
い
団
結
の
力
も
、
無
惨
な
終

末
で
全
て
を
知
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
何
も
分

か
ら
な
い
子
供
達
迄
巻
き
込
ん
で
、
逃
げ
場
も

な
い
悲
し
い
生
き
方
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

何
処
で
争
い
が
起
き
て
も
、
痛
手
は
弱
い
者

順
に
振
り
掛
り
ま
す
。
「
頭
う
ご
け
ば
尾
も
う

ご
く
」
の
様
に
、
動
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
国

民
で
し
た
。

　

監
督
の
手
が
け
ら
れ
た
作
品
は
、
子
供
達
に

も
分
る
様
に
ア
ニ
メ
調
で
描
き
、
未
来
の
為
に

念
力
を
込
め
、
手
間
ひ
ま
掛
け
た
作
成
さ
れ
た

作
者
の
心
の
訴
え
だ
と
思
い
ま
す
。

（
六
日
市
中
３
年
）

は
ベ
ス
ト
８
に
入

り
ま
し
た
。
岩
国

会
場
の
12
歳
以
下

に
出
場
し
た
加
藤

那
菜
さ
ん
（
七
日

市
小
６
年
）
は
ベ

ス
ト
16
で
し
た
。

テ
ニ
ス
・
全
国
大
会　

報
告　

　

４
月
10
日
か
ら
愛
知
県
名
古
屋
市
の
東

山
公
園
テ
ニ
ス
セ
ン
タ
ー
で
16
歳
以
下
の

全
国
大
会
（
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
杯
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ

ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）
が
開
催
さ
れ
、
吉

賀
町
テ
ニ
ス
連
盟
よ
り
岩
本
晋
之
介
く

ん
（
六
日
市
中
３
年
・
14
歳
）
が
出
場
し

ま
し
た
。
１
回
戦
、
埼
玉
県
優
勝
者
の
高

校
生
に
３-

６.

０-

６
で
負
け
ま
し
た
。

序
盤
３-

２
と
リ
ー
ド
し
て
い
な
が
ら
実

文
芸
コ
ー
ナ
ー

テ
ニ
ス
・
島
根
県
大
会　

優
勝

　

13
歳
以
下
の
全
国
大
会
Ｒ
Ｓ
Ｋ
杯
の
島

根
県
大
会
が
４
月
29
日
安
来
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
吉
賀
町
テ
ニ
ス
連
盟
か
ら
加

藤
那
菜
さ
ん
（
七
日
市
小
６
年
・
12
歳
）

が
出
場
し
ま
し
た
。
加
藤
さ
ん
は
１
つ
カ

テ
ゴ
リ
ー
上
の
こ
の
大
会
で
も
第
１
シ
ー

ド
。
結
果
は
貫
録
の
優
勝
で
し
た
。
加
藤

さ
ん
は
小
柄
な
が
ら
中
学
２
年
生
早
生
ま

れ
以
下
の
大
き
な
選
手
に
も
打
ち
勝
ち
、

島
根
県
負
け
な
し
で
す
。
中
国
大
会
は
８

力
差
は
明
ら
か
で
逆
転
さ
れ
ま
し

た
。
２
つ
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
上
の
全
国

大
会
で
勝
つ
こ
と
の
難
し
さ
と
、
上

の
世
代
と
戦
う
た
め
に
今
後
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明

確
に
な
り
ま
し
た
。
練
習
を
今
ま
で

以
上
や
っ
て
、
次
の
全
国
大
会
で
優

勝
を
目
指
し
ま
す
。
皆
様
の
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

月
１
～
３
日
に

松
江
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
応

援
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま

す
。

関
西
吉
賀
会　

定
例
総
会
開
催

　

４
月
21
日
（
土
）
に
第
８
回
関
西

吉
賀
会
総
会
及
び
懇
親
会
が
大
阪
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
員
や

関
係
者
33
人
が
出
席
し
、
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

岩
本
町
長
、
松
䕃
副
議
長
が
出
席

し
、
町
長
か
ら
写
真
な
ど
を
用
い
て

町
の
近
況
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
懇

親
会
は
、
恒
例
の
ク
イ
ズ
や
餅
つ
き

で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
な

つ
か
し
食
祭

と
題
し
て
押

し
寿
司
な
ど

の
特
産
品
の

販
売
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
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《
短
歌
》

新
緑
に
畑
の
作
も
勢
い
て

　
　

人
の
掛
け
声
明
る
く
聞
こ
え　
　
　
　

川
口　

敦
子

淡
く
濃
く
若
葉
の
色
の
山
脈
を

　
　

盛
り
あ
げ
寒
き
冬
は
終
れ
る　
　
　
　

角
河　

淑
子

米
つ
く
り
俺
で
終
り
と
言
ふ
友
の

　
　

話
は
農
え
の
愛
着
を
秘
め　
　
　
　
　

佐
々
田　

登

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

《
俳
句
》

ピ
ー
チ
ク
パ
ー
チ
ク
入
学
児
ら
の
町
探
訪　

山
崎
美
智
子

糸
柳
風
を
解
し
て
ま
た
紡
ぐ　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

巣
作
り
や
雀
銜
え
る
草
長
し　
　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

下
萌
の
畑
に
小
椅
子
の
忘
ら
る
る　
　
　
　

齋
藤
ツ
ル
子

車
椅
子
の
母
を
押
し
ゆ
き
花
見
か
な　
　
　

村
田　

綾
美

花
見
と
て
母
の
形
見
の
着
物
き
て　
　
　
　

河
野　

由
希

山
藤
や
瀬
音
籠
れ
る
谷
を
入
る　
　
　
　
　

大
場　

博
明

音
す
こ
し
波
よ
り
お
く
れ
春
渚　
　
　
　
　

青
木　

道
子

　
　
　
　

お
悔
み　

―
や
す
ら
か
に
―　

（
４
月
届
出
）

　
　

中
野　

久
夫　
　

さ
ん　

89
歳　
　

大
野
原

　
　

谷
口　

康
子　
　

さ
ん　

77
歳　
　

六
日
市

　
　

青
木　

君
江　
　

さ
ん　

87
歳　
　

蓼
野

　
　

秀
浦　

晃　
　
　

さ
ん　

76
歳　
　

有
飯

　
　

河
野　

末
夫　
　

さ
ん　

100
歳　
　

大
野
原

　
　

木
村　

節　
　
　

さ
ん　

98
歳　
　

沢
田

　
　

森
下　

春
子　
　

さ
ん　

82
歳　
　

沢
田

　
　

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

ちょうみんひろば

　

《
川
柳
》

孫
の
く
つ
ど
ち
ら
に
も
入
る
右
左　
　
　
　

村
上　

毅

赤
リ
ン
ゴ
分
け
て
食
べ
た
思
い
出
も　
　
　

長
藤　

忠
夫

初
も
の
は
家
族
で
頂
き
お
す
そ
分
け　
　
　

大
庭　

寛

老
妻
と
分
け
ら
れ
孫
に
躾
ら
れ　
　
　
　
　

田
村　

民
子

草
餅
も
分
け
て
お
い
し
い
新
よ
も
ぎ　
　
　

大
庭　

博
明

分
け
合
い
て
育
っ
た
幼
な
な
つ
か
し
く　
　

増
田
牟
奈
子

分
か
れ
道
ど
ち
ら
に
行
こ
う
迷
い
道　
　
　

安
永　

藤
子

ト
ラ
ン
プ
が
仕
分
け
る
国
は
北
朝
鮮　
　
　

岩
上　

武
史

年
重
ね
ゴ
ミ
の
分
別
き
つ
く
な
る　
　
　
　

大
庭　

和
子

孫
達
が
分
け
る
ケ
ー
キ
に
狙
い
付
け　
　
　

水
上　

健
二

あ
ん
パ
ン
を
分
け
た
こ
ち
ら
に
あ
ん
は
無
く　

澤　

三
智
代

う
ま
い
も
の
二
つ
に
な
る
分
け
れ
ば
ね　
　

皆
田　

卓
宣

ビ
ー
ル
腹
分
け
て
上
げ
ま
す
ど
な
た
で
も　

折
口　

篤
志

お
や
つ
わ
け
仲
良
く
食
べ
る
孫
二
人　
　
　

山
吹　

薫

生
活
費
分
け
て
や
り
く
り
最
初
だ
け　
　
　

折
口　

沙
羅

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

・
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

・
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

・
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　
　
　

出
生　
　

―
す
こ
や
か
に
―　

（
４
月
届
出
）

　
　

村
上　

玲
生
（
れ
お
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

龍
一
・
晶
さ
ん
の
子　
　
　

六
日
市

　
　

菊
次　

晴
士
郎
（
せ
い
し
ろ
う
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

篤
志
・
弥
生
さ
ん
の
子　
　

広
石

　
　

小
島　

和
樹
（
か
ず
き
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

祐
哉
・
舞
紀
さ
ん
の
子　
　

有
飯

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
よ
し
か
５
月
号
№
１
５
１
の
中
で
一
部
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
詫
び
し
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
12
頁　

平
成
30
年
度
当
初
予
算
の
概
要
【
３
／
３
】

　

地
方
債
現
在
高
及
び
当
該
年
度
末
現
在
高
見
込

　

正
：
（
単
位
：
千
円
）
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日 月 火 水 木 金 土
まちかどメッセージ募集中！ セキュリティ対策のお願い 1 2

　サンネットにちはらでは、鹿足郡
内の四季折々の風景を番組が放送さ
れていない時間帯にデータ放送とと
もにお送りしています。
　みなさんのお住まいの地域で放送
してほしい景色・風景などありまし
たらぜひサンネットにちはらまでお
寄せください。

　近年、インターネットを介したコンピューターウイ
ルスによる個人情報の漏えいや金銭的被害が全国的に
増えています。
　お使いのPC、スマートフォンなどのOSやウイルス対
策ソフトウェアを最新の状態にしてお使いいただき、
セキュリティ対策をしてください。

6：00
●CATV情報ネッ
　トしまね 5月号 
 
6：30
●海士に風車が回
　る日まで 
　～風車を空から
　見てみよう～

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

3 4 5 6 7 8 9
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

6：00
●ニュースサン
　ネット総集編 
　5月放送分 

6：00
●島大病院ちょっ
　と気になる健康
　講座  5月号 
6：30 
●出雲のほそ道 
 　5月号

6：00
●LOOKING FOR 
　アクアス  5月号 
6：30 
●釣り天国！石
　見 5月号

6：00
●教えて！よこや
　さん  第3回 
6：30 
●おがっちが教
　える！隠岐の
　旅攻略ガイド

6：00
●知るを楽しむ 
　脳を鍛える 
　【第５回～第８
　  回】

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

10 11 12 13 14 15 16
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

6：00
●隠岐★ドキ！
　あま チャンネ
　ル vol.27 
6：30 
●キュッとたまこ
　ろ 第2話

6：00
●グラントワチャ 
　ンネル  6月号 
6：30 
●さんべ発サヒ　
　メルnavi  5月号

6：00
●島根大学広報番
　組「しまだいへ
　行こう！」
　第２回
6：30 
●うらうらとゆく
　第32回

6：00
●３時間が繋ぐ命
　～心臓病患者
　の生と現実～

6：00
●雲南市創作市民  
　演劇 第8弾 
「水底平家～みな
　そこへいけ～」

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

17 18 19 20 21 22 23
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

吉賀町議会6月定
例会 
【初日午前】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

吉賀町議会6月定
例会 
【初日午後】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

吉賀町議会6月定
例会 
【２日目午前】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

吉賀町議会6月定
例会 
【２日目午後】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

6：00
●CATV情報ネッ
　トしまね  6月号

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

24 25 26 27 28 29 30
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

津和野町議会6月
定例会 
【初日午前】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

津和野町議会6月
定例会 
【初日午後】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

津和野町議会6月
定例会 
【２日目午前】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

津和野町議会6月
定例会 
【２日目午後】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

6：00
●雲南市創作市民  
　演劇 第8弾 
「水底平家～みな
　そこへいけ～」

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

再

再

特

特

再

番組のお知らせ ケーブルセンター窓口受付時間

平日　8：30～17：15 
（土・日・祝はお休みです） 

緊急連絡先 
セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

字

字

字

字

字

字

字

字

字

2018 サンネットにちはら番組表 111ｃｈ データ放送・番組 112ｃｈ テロップ放送

※ ●…1Hごとに放送  ●…2Hごとに放送  ●…3Hごとに放送        …再放送　　…特別番組 
　 …ニュースサンネットは隔時間字幕表示放送　※ 編成の都合上、番組を変更する場合があります

再 特

●お問い合わせ サンネットにちはら　Tel:74-2099/Fax:74-2667

666 字

平成３０年津和野町議会 6 月定例会一般質問、平成３０年吉賀町議会 6 月定例会一般

質問の模様をご覧の日程で放送します。 

※都合により、放送日等が変更になる場合がありますのでご了承ください。

【津和野町議会・吉賀町議会  中継録画放送のお知らせ】


